
サポートベルトを使用することで
起立動作や座位の場面でもTSが上にずれることなく使用できます。
起立動作・着座動作時に股関節から屈曲するように促すと，
より促通効果が得られます。

ベルトの⾧さを大腿⾧の
75～80％に調整

腰部のベルトとサポートベルトを
ベルクロ部分で留める

①

サポートベルトを挟むように
腰部のベルトを締める 膝蓋骨の下部で固定する

ベルトが大腿後面の
内側を通るようにする

サポートベルトのつけ方を説明した動画もございます☞

② ③

④

ここで⾧さ調節

不要な時はバックルから
外しておくこともできる


